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サイト概要

活動目的

面積

場所

申請者：サイト名：

・岡山県中部の豊かな自然と起伏に富んだ地形を活かした、日本植生㈱が所有する敷地面積約10haの総合研究圃場です。

・場内には針葉樹林や落葉・広葉樹林にみられる各種の植物および、ニホンジカ、ニホンイノシシ、タヌキ等、多くの動物

が生息しています。

・このうち約3haについては、生物多様性保全に貢献するための緑化製品・工法の研究開発に活用しています。

・緑化工で使用される各種多様な植物の展示をはじめ、長期間に亘る植生の遷移状況が見学できる施設です。

・この研究圃場を通して、災害復旧や環境創出のための製品・工法を世の中に送り出しています。

① 各種緑化工による自然再生技術の研究開発

② のり面の植生遷移に関する基礎的研究

③ 社内外の技術者研究者を対象とした緑化工技術の啓発活動

④ 地域住民などを対象とした環境教育

⑤ 自然環境の維持管理

10.1ha

岡山県久米郡美咲町

日本植生株式会社日植総合研究圃場R6後期【No.55】
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アピール
ポイント

サイト周辺の
環境

土地利用の
変遷

申請者：サイト名：

・当圃場の一部は、社員以外の方にも見学いただけるように整備しており、緑化を通じて国土保全や生物多様性の大切さを

伝える場として、地元の小中学生や緑化に興味のある全国の一般の方々を積極的に受け入れている。

・全国での営業展開の中で、これらの活動を通して次世代を担う人財を育てるべく、普及活動を継続的に実施していきたい。

・耕作地 ・採草地 ・スギ、ヒノキ人工林等 ・落葉広葉樹林等
・圃場の周囲は人工林が多く、一部圃場内の人工林と連続しているが、圃場内は概ね広葉樹林として残されている。

・造成前の航空写真（昭和40年～平成2年頃）より、耕作地、植林地、アカマツ－コナラ林が確認される。
・平成4年、新製品・新工事工法の開発のための試験場とのり面緑化工の技術の研修場として造成に着手。
土地取得時は約80％が山林（人工林・里山林）、約17％が畑、残りが原野となっていた。（「総合圃場計画書」より）

・平成5年、日植総合研究圃場として開場。

日本植生株式会社日植総合研究圃場R6後期【No.55】



価値（3）里地里山といった二次的な自然環境に特徴的な生態系が存する場
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写真の説明：調整池周辺
その周囲の二次林エリア・人工林エリア

写真の説明：二次林エリア内の散策道

申請者：サイト名：

生物多様性の価値

【場の概況】

【主な植生】

【確認された主な動植物など】

●植物（264種）
シダ植物：フユノハナワラビ、コシダ、ウラジロ、カニクサ、イノモトソウ等
草本植物：ヤマノイモ、サルトリイバラ、ヤブラン、ジャノヒゲ、スズメノカタビラ等
針葉樹 ：スギ、ヒノキ等
落葉広葉樹：コナラ、アベマキ、ウリカエデ、ネジキ、クロモジ等
常緑広葉樹：アラカシ、シラカシ、クスノキ、クロガネモチ、ネズミモチ等

●動物
哺乳類：ニホンジカ、ニホンイノシシ、タヌキ、ノウサギ、アカネズミ等
鳥類 ：ヤマドリ、キジバト、ヒヨドリ、ウグイス、ハシボソカラス等
爬虫類：シマヘビ、ヤマカガシ、ニホンカナヘビ、アオダイショウ、ニホンマムシ等
両生類：ニホンアマガエル等
昆虫類：アオスジアゲハ、クロイトトンボ、オニヤンマ、ナナフシモドキ、

オオゴキブリ等

場内は、ヒノキ等の造林地である針葉樹人工林、コナラやアベマキ、アラカシの優占
する高木二次林や研究開発利用のための草地等の植生エリアに分かれている。

岡山県久米郡美咲町に位置し、緑化工技術の総合研究圃場として平成5年に開場した。
周辺植生は人工林が多く、場内はヒノキ等の人工林、落葉広葉樹、常緑広葉樹や針葉
樹等の里山に特徴的な二次林が成立している。その他、芝生地や人工の調整池があり、
そこには丈の低い草地の生物や水生の植物・昆虫等も生育・生息している。

日本植生株式会社日植総合研究圃場R6後期【No.55】



価値（4）生態系サービスの提供の場であって、在来種を中心とした多様な動植物種からなる健全な生態系が存する場
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写真の説明：総合学習の様子
研究開発エリア-植物見本園

写真の説明：総合学習の様子
研究開発エリア-芝生広場

申請者：サイト名：

生物多様性の価値

【場の概況】

【主な植生】

【確認された主な動植物など】

場内は、ヒノキ等の造林地である針葉樹人工林、コナラやアベマキ、アラカシの優占
する高木二次林や研究開発利用のための草地等の植生エリアに分かれている。

豊かな自然と起伏に富んだ総合研究圃場の一部は、社員以外の方にも見学いただける
ように整備されている。ここは文化的サービスとして、緑化に使用する植物を展示し
た植物見本園や、緑化植物の長期的な遷移が分かるエリア等を設けており、緑化に興
味のある方や地元の小学生の総合教育の場としても活用している。

日本植生株式会社日植総合研究圃場R6後期【No.55】

●植物（264種）
シダ植物：フユノハナワラビ、コシダ、ウラジロ、カニクサ、イノモトソウ等
草本植物：ヤマノイモ、サルトリイバラ、ヤブラン、ジャノヒゲ、スズメノカタビラ等
針葉樹 ：スギ、ヒノキ等
落葉広葉樹：コナラ、アベマキ、ウリカエデ、ネジキ、クロモジ等
常緑広葉樹：アラカシ、シラカシ、クスノキ、クロガネモチ、ネズミモチ等

●動物
哺乳類：ニホンジカ、ニホンイノシシ、タヌキ、ノウサギ、アカネズミ等
鳥類 ：ヤマドリ、キジバト、ヒヨドリ、ウグイス、ハシボソカラス等
爬虫類：シマヘビ、ヤマカガシ、ニホンカナヘビ、アオダイショウ、ニホンマムシ等
両生類：ニホンアマガエル等
昆虫類：アオスジアゲハ、クロイトトンボ、オニヤンマ、ナナフシモドキ、

オオゴキブリ等



活動計画の内容 モニタリング計画の内容
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申請者：サイト名：

サイトの活動計画・モニタリング計画

【モニタリング対象】

【モニタリング場所】

【モニタリング手法】

【モニタリングの実施時期及び頻度】

【モニタリング実施体制】
基本的には自社社員によるが、定年を迎え退社された方にもお手伝
いをお願いしようと考えている。また、地元の森林インストラク
ターや、岡山大学および鳥取大学等外部の有識者とも連携して、種
同定等の確認を行う予定である。

概ね5年ごとの春と秋に実施。
定点カメラについては、1回／年程度確認を行う。

ラインセンサス
動物については、定点カメラを設置して観察を行う。

研究開発エリア、人工林エリア、二次林エリアの管理道路および散
策道近辺。

植物を中心に、哺乳類・鳥類・両生類・爬虫類を対象とする。

【活動目的】
①各種緑化工による自然再生技術の研究開発 ②のり面の植生遷移
に関する基礎的研究 ③社内外の技術者・研究者を対象とした緑化
工技術の啓発活動 ④地域住民などを対象とした環境教育⑤自然環
境の維持管理
【活動内容】
●研究開発エリア
生物多様性保全に貢献するための緑化製品・工法の研究開発を行う。
このエリアでは日常業務として以下の管理を実施している。
①刈払い機を用いた草刈り作業（春～秋）
②芝地については、ロボット刈払い機を用いての管理（春～夏）
③植物見本園は生育枠から逸出したものについて、人力により抜き
取り（春～秋）
●人工林・二次林エリア
人工林については時期、状況を見て間伐を実施。松枯れやナラ枯れ
被害を受けた樹木については、森林組合に依頼し伐採している。二
次林内の散策路を再整備予定。
●敷地全域
一部は地元の小学生や一般の方々に対して見学を積極的に受け入れ、
生物多様性や国土保全の大切さについての啓発活動に活用している。
管理道路および散策道近辺の植生調査を実施する。その際、出現種
リストから、希少種・生態系被害防止外来種リスト等掲載種および、
研究開発エリアからの緑化植物の逸出が無いかチェックし、適宜処
理を行っている。
二次林エリアに定点カメラを設置し、生息動物の確認を行っている。
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